
 

 

 

  

令和３年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の 

諸課題に関する調査」結果より 
同調査結果を出現率（1,000人当たりの発生件（人）数）で見ると、愛媛県にお

ける暴力行為発生件数は、前回に引き続いて全国で一番の低さでした。いじめの認

知件数の出現率も同様の結果でした。一方、不登校児童生徒数の出現率は全国で見

ると９番目の低さ（全国順位37位）ではあるものの、県内の公立小・中学校では

前年度より３８４人の増となっており、児童生徒一人一人の実態に寄り添った更な

る支援の充実が求められます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内サポートルームの取組 

県教育委員会では、不登校児童生徒一人一人の状態やニーズに応じた支援の在り

方を検討するため、県内８中学校に、校内サポートルームを設置しています。設置校

においては、１人１台端末を活用した個別学習や、教室の授業をリアルタイム又は

録画で別室受講するための支援、登校が困難な生徒に対しての家庭学習オンライン

指導など、試行錯誤しながら実践を進めています。 

個々の実情に寄り添った支援の積み重ねにより、登校したり、教室に行ったりで

きる生徒が増え始め、成果が確実に現れてきています。設置校における優れた実践

は、校種を問わずどの学校においても不登校児童生徒支援等の参考になります。実

践の概要については、リーフレットや愛顔の生徒指導サポート通信にまとめ、各学

校に配付しています。ぜひ実践内容を参考にしていただきながら、子供たちが前向

きに学校生活を送ることができる環境を、引き続き整えていただきたいと思います。 

児童生徒一人一人に寄り添った対応を！ 



サポート通信№５の一部 リーフレットの一部 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各種相談事業の活用を！ 

県内全ての小中学校に、スクールカウンセラー又はハートなん

でも相談員を、県内１９の市町にスクールソーシャルワーカーを

配置しています。 

これら教育相談事業の更なる利用促進を図るために、「愛媛県

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー活用ガイド

ライン」を作成し、各学校に配付します。本ガイドラインを参考

にしていただきながら、教育相談事業の効果的な活用をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

生徒指導提要が12年振りに改訂されました。学校の生徒指導のバイブルとして活

用されてきた本書ですが、近年のいじめ重大事態の発生や不登校児童生徒の増加等

の今日的な状況を踏まえ、生徒指導の概念、取組の方向性等が再整理され、改訂版と

して先日公開されました。 

 

「生徒指導提要」が改訂されました！ 



改訂の基本的な考え方は次のとおりです。 

① 目前の問題に対応するといった課題解決的な指導だけではなく、「成長を促す 

指導」等の「積極的な生徒指導」の充実 

② 個別の重要課題を取り巻く関連法規等の変化の反映 

③ 生徒指導全般に係る事項として、全体を通して、学習指導要領における児童生 

徒の発達の支援、チームとしての学校、学校における働き方改革、多様な背景を 

もつ児童生徒への生徒指導等についての反映 

 

昨今、児童生徒にとって不合理ないわゆる「ブラック校則」について話題になって

いますが、９月に「校則の見直し及び適切な運用について」（４教義第735号）で各学

校に周知したとおり、本提要においても校則に関する指針が示されています。 

＜校則に関する指針（抜粋）＞ 

○ 児童生徒が自分事としてその意味を理解して自主的に校則を守るように指導すること 

○ 普段から学校内外の者が参照できるように、学校のホームページ等に公開しておくこと 

や、制定した背景についても示しておくこと 

○ 改めて学校の教育目的に照らして適切な内容か、現状に合う内容に変更する必要がない

か、また、本当に必要なものか、絶えず見直しを行うこと 

○ 教育的意義に照らしても不要に行動が制限されるなど、影響を受けている児童生徒がい

ないか、いる場合にはどのような点に配慮が必要であるか、検証・見直しを図ること 

○ 校則について確認したり議論したりする機会を設けるなど、絶えず積極的に見直しを行

っていくこと           ※下線部分は今回の改訂で新たに示された内容 

 

各学校においては、これらの内容を踏まえ、今一度、校則の見直しや適切な運用に

ついて再確認をお願いします。 

 

 

本書はデジタルテキスト化され、文部科学省のホームペー

ジでも公開されています。普段の指導や校内研修等で活用し

ながら、生徒指導の更なる充実を図っていただくようお願い

します。 


